
議会だより�議会だより�

発　行：新潟県津南町議会� 責任者：議長　高 橋 満 男�

NO.157
2004年10月18日�

稲刈りをする中津小の児童�

児童手当の対象年齢引き上げ� 2

シリーズ私もひと言� 12

委員会レポート未来型福祉のかたちに学ぶ� 10

一般質問自律の町づくりを質す� 5

平成15年度決算の認定� 4

町のホームページでも議会だよりをご覧になれます。�

9月定例議会�



請願�

陳情�

9月�
定例議会定例議会�
9月�

定例議会定例議会�
9月�

定例議会�　郵政事業は国民生活の安定向上と福祉の増進に大き

く寄与してきた。今後とも現行の国営、公社の経営形

態を維持し、郵政事業の分割、民営化を行わないよう

強く要望する。�

　平成16年第３回定例議会が、９月７日から10日までの

４日間開催され、11名の議員が一般質問を行いました。�

　議案は、平成15年度一般会計、特別会計の決算認定、

平成16年度補正予算、請願、陳情など35議案を審議し可

決しました。�

①郵政事業の経営形態堅持に�
　関する請願�

58億1,205万8千円�一般会計�

介護保険�

簡易水道�

下水道事業�

農業集落排水事業�

特別会計�

特別会計�

特別会計�

特別会計�

6,260万7千円を追加�

10億7,201万4千円�
3,081万6千円を追加�

2億5,879万2千円�
4,117万2千円を追加�

3億2,154万3千円�
235万1千円を追加�

8億3,446万3千円�
1億270万円を追加�

　
一
般
会
計
で
は
、
児
童
手
当
の

支
給
対
象
年
齢
が
小
学
校
三
年
生

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
２
、
２
２

６
万
円
の
追
加
補
正
と
な
り
ま
し

た
。�

　
介
護
保
険
に
お
い
て
は
、
１
、

８
０
８
万
６
千
円
の
積
み
立
て
が

な
さ
れ
ま
し
た
。�

�

簡
易
水
道
に
お
い
て
は
、
基
金

よ
り
繰
り
入
れ
、
維
持
管
理
費
に

補
正
さ
れ
ま
し
た
。�

　
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
国

庫
補
助
に
よ
り
、
管
渠
整
備
工
事

費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。�

　
津
南
町
情
報
化
推
進
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
、
処
分
に
関
す
る

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。�

�

津
南
町
の
情
報
化
を
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
に
、
基
金
と
し
て

４
、
４
０
０
万
円
が
積
み
立
て
ら

れ
ま
し
た
。�

補
正
予
算�

条
例
制
定�

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
設
置
運

営
事
業
審
査
会
委
員
の
構
成

が
決
ま
る
。�

�

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
の
公
募
型

方
式
に
よ
る
申
し
込
み
者
の
経
営

内
容
等
を
審
査
す
る
委
員
会
で
す
。

委
員
構
成
は
町
外
者
の
公
認
会
計

士
１
名
、
国
立
大
助
教
授
ク
ラ
ス

１
名
、
町
議
会
１
名
、
商
工
会
１

名
、
農
業
委
員
会
１
名
、
町
公
民

館
１
名
、
町
民
代
表
１
名
合
計
７

名
の
予
定
で
す
。�

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南�

高
橋
　
徹
氏
の
任
命
に
同
意�

�

平
成
16
年
９
月
30
日
で
任
期
満

了
と
な
る
島
田
寿
郎
氏
の
後
任
に

高
橋
徹
氏
が
任
命
さ
れ
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
高
橋
氏
は
、
東
洋
大
学

経
済
学
部
卒
業
、
民
間
会
社
勤
務

後
高
栄
理
美
容
室
開
業
、
現
在
Ｊ

Ｒ
津
南
駅
、
外
丸
小
学
校
後
援
会

監
査
委
員
。�

町
教
育
委
員
会
委
員�

（請願者）郵政事業を守る津南町町民会議�
�　　　　代表　山本三雄　採択　意見書提出�

　各地域で中核的な農家と地域資源を共同で支える家

族農家が安定的に共存しない限り、自給率の向上に結

びつかない。基本計画の見直しにあたっては「食料、

農業、農村基本法」に基づき食料自給率の引上げに結

びつく施策を強く要望する。�

③「食料、農業、農村基本計画」�
　見直しに関する陳情書�

（陳情者）食とみどり、水を守る新潟県民会議�
�　　　代表　目黒吉之助　採択　意見書提出�

　安全対策を最優先し、BSEを一掃することを基準

にした日本の検査体制こそ世界に誇れるものであり、

「日本と同水準の全頭検査体制や特定部位の除去等

の実施がない限り、アメリカ産牛肉の輸入禁止を

継続すること」を求める。�

④アメリカ産牛肉の輸入解禁に�
　反対する意見書を求める請願�
（請願者）農民運動新潟県連合会�
�　　　　代表　町田　擴　採択　意見書提出�

　政府は、米の受給と価格の安定に責任を果たす

こと。また、いまだに放出し続けている政府米の

売却を中止、政府自身が決めた「備蓄計画」に見

合う米の買い入れをただちに実施することを求める。�

⑤政府米の買い入れと備蓄を充実�
　させる意見書を求める請願�
（請願者）農民運動新潟県連合会�
�　　　　代表　町田　擴　採択　意見書提出�

１、地方交付税の財源保障機能を縮小することなく、

財源の調整、保障の両機能を堅持し、その内容の

充実を図ること。�

２、地方財政運営に支障をきたすことのないように、

地方交付税総額については平成16年度の大幅な削

減前の水準を確保できるよう措置すること。�

⑥地方交付税の財源保障機能の縮小�
　反対と総額確保に関する意見書�
�　　津南町議会議長　高橋満男　意見書提出�

　日本の公教育は、公立、私立の両輪によって支えられ、

発展してきた。教育条件の向上、改善、父母負担の軽

減及び私学経営の健全化をめざす私学助成制度を尊重し、

その堅持を求む。�

②公教育として私立高校を守り発展させるため、�
　私学助成の増額を求める陳情書�

（陳情者）新潟県私学の公費助成をすすめる会�
�　　　代表　宮下　弘治　採択　意見書提出�地域住民にとって大切な郵便局�

食料自給率の引き上げを�

高橋　徹  教育委員�
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臨時、臨時、委託職員の待遇改善を委託職員の待遇改善を�臨時、委託職員の待遇改善を�

　
　
町
で
は
各
職
場
で
多
数
の
臨

時
、
委
託
職
員
が
働
い
て
お
り
、

町
内
雇
用
の
場
と
し
て
少
な
か
ら

ず
貢
献
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
職

員
の
処
遇
に
つ
い
て
は
過
去
に
何

人
か
の
議
員
が
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
、
議
論
さ
れ
た
過
去
が
あ
る

が
、
依
然
と
し
て
改
善
さ
れ
て
い

な
い
。
民
間
企
業
な
ら
い
ざ
知
ら

ず
、
同
じ
町
民
が
行
政
の
同
じ
職

場
で
働
き
な
が
ら
、
待
遇
の
面
で

格
段
の
格
差
が
あ
っ
て
良
い
の
だ

ろ
う
か
。
低
賃
金
で
一
生
懸
命
町

を
支
え
て
い
る
人
た
ち
の
存
在
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
長
年

勤
め
て
い
る
職
員
へ
の
退
職
金
の

支
給
と
安
心
し
て
仕
事
に
専
念
で

き
る
よ
う
契
約
期
間
の
延
長
を
強

く
要
望
す
る
。�

　
　  
現
在
非
常
に
労
働
情
勢
の

厳
し
い
な
か
で
、
町
民
の
多
く
が

職
を
求
め
て
お
り
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
町
民
を
雇
用
で
き
る
よ
う

な
道
を
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
基
本
的
な
考
え
が

あ
る
な
か
で
、
特
定
の
人
を
固
定

し
て
雇
用
す
る
と
、
一
方
で
職
を

求
め
て
い
る
町
民
の
道
を
閉
ざ
す

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、

地
方
公
務
員
法
の
制
約
も
あ
る
。

退
職
金
に
つ
い
て
は
委
託
職
員
の

委
託
金
の
な
か
で
配
慮
し
て
あ
る

つ
も
り
だ
が
、
お
金
で
労
を
ね
ぎ

ら
う
の
は
困
難
で
あ
り
、
何
ら
か

の
形
で
労
を
ね
ぎ
ら
う
こ
と
を
考

え
た
い
。�

¡村 山　久 一 議員�

助役：何らかの形でねぎらう事を考えたい�

¡

草  

津
　
　
進 

議
員�

退
職
金
の
支
給
と�

契
約
期
間
の
延
長
を�

　
　
最
近
の
地
方
新
聞
な
ど
に
小

林
町
長
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、３
町

村
に
賛
意
、
再
三
話
し
て
き
た
が

仮
に
合
併
す
る
と
し
た
ら
津
南
町

商
工
会
が
提
案
を
出
し
て
い
る
３

町
村
合
併
が
良
い
と
言
う
こ
と
は

当
初
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
、
と

い
う
記
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
町
民
は
迷
う
と
こ
ろ
大
で
あ

る
。な
ぜ
ハ
ッ
キ
リ
と
自
律
で
進
ん

で
行
く
強
い
意
を
示
さ
な
い
の
か
。�

　
　
　
現
在
合
併
特
例
法
に
基
づ

く
合
併
協
議
会
設
置
の
賛
否
を
問

う
住
民
投
票
の
請
求
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
本
町
は
今
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
協
働
し
て
新
た
な
町
づ
く

り
計
画
策
定
を
押
し
進
め
て
い
る
。

新
生
津
南
町
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
は
、
い
さ
さ
か
の
ゆ
る
ぎ

も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

����

　
　
日
本
一
の
大
河
、
信
濃
川
の

国
へ
の
直
轄
を
津
南
町
と
し
て
ど

の
よ
う
な
形
で
働
き
か
け
を
進
め

て
い
る
の
か
。�

　
　
　
飯
山
市
か
ら
中
里
村
間
の

39
・
65
㎞
が
中
抜
け
の
県
管
理
と

な
っ
て
い
る
。
一
貫
し
て
国
が
行

う
べ
き
河
川
で
あ
る
。
直
轄
編
入

の
実
現
の
た
め
飯
山
市
、
野
沢
温

泉
村
、
栄
村
、
中
里
村
、
津
南
町

で
連
絡
協
議
会
を
設
立
し
、
国
県

に
強
く
要
望
し
て
い
る
。�

　
本
会
議
に
平
成
15
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
決
算
が
一
括
上
程
さ
れ
、
決
算
総
額
歳
入
１
２
８

億
４
、
９
９
２
万
円
（
前
年
比
３
・
２
％
増
）
、
歳
出
１
２
４
億
５
、
９
１
９
万
円
（
同
３
・
６
％
増
）

と
な
り
、
収
支
差
し
引
き
残
高
３
億
９
、０
７
３
万
円
（
同
９
・
２
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

給
食
施
設
整
備
、
国
営
農
用
地
再
編
整
備
事
業
苗
場
地
区
一
括
償
還
や
、
森
林
組
合
な
め
こ
栽
培
施

設
等
、
積
極
的
な
事
業
展
開
に
よ
る
も
の
で
す
。�

�

一
般
会
計
は
、
歳
入
70
億
９
、８
０
０
万
円
（
前
年
比
８
・
４
％
増
）
歳
出
69
億
３
５
０
万
円
（
同

９
％
増
）
と
な
り
、
歳
入
で
前
年
比
増
は
繰
入
金
（
２
億
２
、
９
６
４
万
円
）
国
県
支
出
金
（
２
億

９
、
５
２
１
万
円
）
町
債
（
３
億
１
、
０
３
０
万
円
）
等
で
あ
り
、
前
年
比
減
は
町
税
（
８
、
３
２
５

万
円
）
地
方
交
付
税
（
９
、
９
３
８
万
円
）
等
で
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

健
全
財
政
の
基
幹
は
保
持
さ
れ
て
い
る
と
認
め
、
全
員
賛
成
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。�

自
律
宣
言
を
し
た�

津
南
町
の
今
後
は�

信
濃
川
の
国
土
交
通
省�

直
轄
編
入
を�

町
長
‥
新
生
津
南
町
構
築
の
町
づ
く
り
に
揺
る
ぎ
な
い�

保育園用務員さんの仕事はいろいろ�

歴史を見つめる信濃川�

森林組合きのこ施設雇用の場確保に貢献�

中学校給食開始�

問�

問�

町
長�

町
長�

問�

助
役�

�

自
律
に
進
ん
で
い
く
強
い
意
志
を
示
せ

自
律
に
進
ん
で
い
く
強
い
意
志
を
示
せ�

自
律
に
進
ん
で
い
く
強
い
意
志
を
示
せ�

中
学
校
舎
及
び
な
じ
ょ
も
ん
建
設
等
で�

歳
入
歳
出
と
も
に
増�
一 般�

会 計�

特 別�

会 計�

15年度の成果（一般会計・全員賛成）�

¡保育園通園費補助事業�
�　88件 589万円�

¡在宅福祉サービス利用料補助事業�
　　延4,226人　1,026万円�

¡要援護世帯除雪費補助事業�
　　154世帯　419万円�

¡多目的交流促進整備事業（農と縄文体験実習館建設）�
�　15年度分　２億81万円�

¡中山間地等直接支払事業�
�　856戸　１億116万円�

¡苗場山麓総合農地開発事業　償還金援助対策事業�
�　３億7,172万円�

¡林業経営構造対策事業　森林組合なめこ生産施設�
�　１億9,467万円�

¡国民健康保険（賛成多数）�

�歳　入　10億2,663万円�
�歳　出　９億1,227万円�
�差引額　１億1,437万円�

¡老人保健（賛成多数）�

�歳　入　16億9,279万円�
�歳　出　16億6,086万円�
�差引額　　　3,194万円�

¡介護保険（賛成多数）�

�歳　入　８億5,491万円�
�歳　出　８億4,221万円�
�差引額　　　1,270万円�

¡簡易水道（全員賛成）�

�歳　入　３億5,929万円�
�歳　出　３億4,813万円�
�差引額　　　1,116万円�
�基金繰入　　3,890万円�

¡下水道事業（全員賛成）�

�歳　入　11億  449万円�
�歳　出　10億9,221万円�
�差引額　　　1,228万円�

¡農業集落排水（全員賛成）�

�歳　入　６億3,367万円�
�歳　出　６億2,628万円�
�差引額　　　  739万円�

¡スキー場会計（全員賛成）�

　歳　入　　　8,011万円�
�歳　出　　　7,377万円�
�差引額　　　  634万円�
�一般会計より繰入額�
�　　　　　　5,297万円�



助役の収入役兼務、教育長の非常勤化は�

中
津
川
運
動
公
園
の
整
備
計
画
は

中
津
川
運
動
公
園
の
整
備
計
画
は�

自律をめざす町の基本的考え方は自律をめざす町の基本的考え方は�

子
育
て
要
求
を
反
映
し
た

子
育
て
要
求
を
反
映
し
た「
行
動
計
画
」

「
行
動
計
画
」に�

助役の収入役兼務、教育長の非常勤化は�

　
　
子
供
の
教
育
が
重
要
視
さ
れ

る
な
か
の
教
育
長
の
非
常
勤
化
、

助
役
の
収
入
役
兼
務
は
重
大
な
問

題
。
両
役
職
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。�

�

　
　
自
律
推
進
計
画
策
定
の
中

で
職
員
が
問
題
提
起
さ
れ
た
も
の
。

全
国
に
は
助
役
、
又
は
収
入
役
を

お
か
な
い
市
町
村
が
１
、
０
０
３

団
体
あ
る
こ
と
、
地
方
自
治
法
改

正
で
10
万
人
未
満
の
市
も
首
長
が

収
入
役
、
助
役
を
兼
務
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
事
等
を
検
討
し
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
幅
広
い
議

論
、
意
見
を
聞
き
私
の
判
断
と
な

る
。�

����

　
　
基
本
法
の
中
間
論
点
の
評
価

と
担
い
手
へ
の
集
中
政
策
、
本
町

の
対
応
は
。�

�

　
　
食
料
、
農
業
、
農
村
基
本

法
が
成
立
し
て
５
年
が
近
づ
き
目

標
達
成
で
き
ず
、
一
気
に
農
業
構

造
確
立
を
急
ぐ
も
の
で
あ
る
。
中

間
論
点
整
理
担
当
の
企
画
部
会
が

地
方
公
聴
会
を
開
き
提
言
を
求
め

て
い
る
。
本
町
提
出
の
意
見
の
内

容
は
、
担
い
手
だ
け
で
な
く
品
目

の
横
断
政
策
、
優
良
農
地
対
策
等

の
他
、
多
様
な
環
境
、
中
山
間
地

へ
の
施
策
を
中
心
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
数
値
目
標
を
追
う
ば
か
り

に
農
村
政
策
を
忘
れ
、
農
業
政
策

だ
け
に
な
っ
て
い
る
。�

¡大 平　謙 一 議員�

町長：最終的に私が判断�

¡

津 

端
　
真 

一 

議
員�

職
員
提
案
の
機
構
見
直
し
、�

ど
こ
ま
で
実
現
す
る
の
か�

基
本
法
の
評
価
と�

対
応
は�

　
　
夢
あ
る
運
動
公
園
整
備
計
画

が
、
商
工
会
青
年
部
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
協
議
会
、
他
の
団
体
か
ら
提

案
さ
れ
て
い
る
。
芝
生
を
も
っ
た

運
動
公
園
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、

子
供
達
の
教
育
、
育
成
の
場
と
し

て
必
要
な
施
設
と
考
え
る
。
整
備

計
画
と
時
期
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
。
整
備
に
向
け
て
、
準
備
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
な
い
か
。�

　
　
　
大
倉
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残

土
処
理
場
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
。
こ
の
秋
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
入
札
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

来
年
春
か
ら
工
事
着
工
の
予
定
。

か
な
り
の
年
月
が
予
想
さ
れ
る
が

一
日
も
早
い
貫
通
を
望
ん
で
お
り
、

国
県
に
要
望
し
て
い
る
。
整
備
計

画
は
、
原
形
復
帰
の
目
処
が
つ
け

ば
、
提
案
頂
い
た
団
体
と
相
談
し

て
い
く
。�

�

　
　
　
　
大
倉
ト
ン
ネ
ル
工
事

優
先
の
た
め
、
残
土
処
理
場
と
し

た
。
今
後
の
残
土
は
全
て
運
動
公

園
に
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。
早
期

完
成
に
向
け
、
強
く
国
県
に
要
望

し
て
い
く
。�

���

　
　
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
の
今
後

の
営
業
活
動
は
。�

　
　
　
地
味
な
活
動
で
は
あ
る
が

存
続
を
基
本
と
し
て
、
学
校
、
自

治
体
に
営
業
し
て
い
る
。
町
民
各

位
の
一
層
の
協
力
を
願
い
た
い
。�

運
動
公
園
整
備
計
画
と�

方
向
性
を�

津
南
町
観
光
施
設
及
び�

事
業
に
つ
い
て�

町
長
‥
大
倉
ト
ン
ネ
ル
の
残
土
場
所
と
な
っ
て
い
る�

生命を守る、中山間地農業を守る�

残土が積まれている運動公園�

問�

問�

町
長�

建
設
課
長�

町
長�

問�町
長�

問�町
長�

中
津
川
運
動
公
園
の
整
備
計
画
は�

自律をめざす町の基本的考え方は�

　
　
自
律
に
向
け
そ
の
道
は
厳
し

い
が
、
行
政
と
町
民
が
一
体
と
な

り
、
安
心
、
安
全
で
楽
し
く
生
活

が
で
き
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
舵

を
取
る
リ
ー
ダ
ー
と
、
櫓
を
こ
ぐ

町
民
が
次
代
の
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
邁
進
す
べ
き
と
思
う
が
町
長

の
考
え
は
。�

　
　
　
私
の
姿
勢
は
就
任
以
来
変

わ
ら
ず
、
町
民
の
た
め
に
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
に
邁
進
す
る
。
ま

た
、
自
律
を
目
指
し
た
将
来
計
画

策
定
と
そ
の
実
現
に
向
け
、
町
民

と
協
働
し
、
自
信
を
持
っ
て
進
め

る
。
今
後
と
も
積
極
的
な
議
論
と

協
力
を
賜
り
た
い
。�

����

　
　
今
年
に
入
り
急
に
合
併
を
前

提
と
し
た
協
議
会
設
置
の
動
き
が

取
り
ざ
た
さ
れ
、
既
に
町
、
議
会

共
に
自
律
を
決
め
、
職
員
に
よ
る

自
律
プ
ラ
ン
の
説
明
会
も
さ
れ
、

住
民
代
表
と
最
後
の
詰
め
に
入
っ

て
い
る
な
か
、
町
民
を
迷
わ
す
行

為
と
思
わ
れ
る
が
い
か
が
お
考
え

か
。�

　
　
　
い
ま
い
ろ
い
ろ
取
り
ざ
た

さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
町
が
自
律

に
向
け
た
取
り
組
み
は
当
初
か
ら

い
さ
さ
か
も
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
、

新
生
津
南
町
は
自
律
に
向
け
た
町

づ
く
り
に
、
計
画
策
定
と
そ
の
実

現
に
向
け
邁
進
す
る
も
の
で
あ
る
。�

¡樋 口　松 雄 議員�

町長：町民と一体となり地域づくりを�

¡
藤
ノ
木  

浩
子 

議
員�

こ
の
町
に
生
ま
れ
、住
ん
で�

良
か
っ
た
と
思
え
る
町
に�

３
町
村
と
の
合
併
前
提
の�

協
議
会
に
つ
い
て�

　
　
次
世
代
育
成
対
策
推
進
法
が

制
定
さ
れ
、
自
治
体
は
、
子
育
て

支
援
の
「
行
動
計
画
」
策
定
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
柱
は
①
仕

事
と
育
児
の
両
立
支
援
②
男
性
の

働
き
方
の
見
直
し
③
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
な
ど
が
う
た
わ
れ

て
お
り
、
子
育
て
環
境
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
子
育
て
ニ
ー

ズ
調
査
の
進
捗
状
況
と
今
後
ど
う

進
め
て
い
く
か
。
ま
た
、
子
育
て

要
求
を
行
動
計
画
に
ど
う
反
映
さ

せ
て
い
く
お
考
え
か
。
少
子
化
、

子
育
て
は
、
津
南
の
将
来
に
か
か

わ
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
役
場

を
は
じ
め
、
町
内
企
業
、
事
業
所

に
協
力
を
依
頼
し
、
子
育
て
に
関

す
る
実
態
調
査
を
実
施
し
て
計
画

に
反
映
さ
せ
て
は
ど
う
か
。�

　
　
　
従
来
か
ら
重
点
事
項
と
し

て
、
出
来
る
限
り
の
対
応
を
し
て

き
た
。
町
と
し
て
は
、
保
健
医
療

福
祉
計
画
に
定
め
た
他
、
自
律
計

画
策
定
の
な
か
で
も
検
討
を
す
す

め
て
い
る
。
次
世
代
法
の
関
係
で

は
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
分
析
を

行
っ
て
お
り
、
働
く
女
性
が
大
半

の
な
か
、
子
育
て
に
対
す
る
支
援

の
要
望
も
出
さ
れ
て
い
る
。
あ
る

施
設
を
利
用
し
て
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
開
設
の
検
討
な
ど
、
ニ
ー

ズ
を
反
映
さ
せ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

町
内
事
業
主
か
ら
も
検
討
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
実
態
把
握
の
検
討

も
し
、
反
映
し
て
い
き
た
い
。�

子
育
て
要
求
を�

ど
う
反
映
さ
せ
る
か 

町
長
‥
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
の
検
討
も�

住民代表との自律推進会議�

ぼくたちのパワーをみて！みて！！�

問�町
長�

問�

問�町
長�

町
長�

子
育
て
要
求
を
反
映
し
た「
行
動
計
画
」に�



町づくり基本条例、町民投票条例制定を�

津
南
町
の
防
災
対
策
を
万
全
に

津
南
町
の
防
災
対
策
を
万
全
に�

新規農業参入事業の成果と取り組み新規農業参入事業の成果と取り組み�

町づくり基本条例、町民投票条例制定を�

　
　
津
南
の
町
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
の
基
本
理
念
を
明
文
化
し

て
、
住
民
み
ん
な
で
確
認
し
合
う
。

そ
の
上
で
、
そ
れ
を
具
体
的
に
進

め
る
た
め
に
身
の
丈
に
あ
っ
た
自

主
的
な
、
自
前
の
ル
ー
ル
を
ハ
ッ

キ
リ
さ
せ
、
定
め
た
の
が
基
本
条

例
で
あ
る
。
自
律
町
づ
く
り
検
討

委
員
会
で
制
定
を
検
討
し
て
欲
し

い
が
ど
う
か
。�

　
　
　
自
律
推
進
計
画
は
情
勢
の

変
化
に
合
わ
せ
、
常
に
見
直
し
を

行
い
な
が
ら
計
画
の
実
現
を
図
ら

な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
分
野
別

自
律
推
進
チ
ー
ム
や
検
討
委
員
会

の
役
割
を
来
年
度
以
降
も
継
続
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
中
で
基
本

条
例
も
含
め
幅
広
く
議
論
し
て
い

く
よ
う
自
律
推
進
室
に
指
示
し
て

い
る
。�

�
  

現
行
制
度
で
は
議
会
制
民
主

主
義
が
基
本
だ
が
、
直
接
民
主
主

義
の
住
民
投
票
の
活
用
も
時
と
場

合
に
よ
っ
て
は
、
議
会
制
民
主
主

義
の
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
、
不
十

分
な
と
こ
ろ
を
補
っ
て
ゆ
く
こ
と

や
、
住
民
自
治
の
拡
充
の
一
つ
の

手
段
と
し
て
条
例
化
し
て
お
く
こ

と
が
、
現
代
の
多
種
多
様
な
社
会

情
勢
の
な
か
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。

３
町
村
合
併
運
動
の
な
か
で
痛
感

し
た
の
で
検
討
委
員
会
に
図
ら
れ

た
い
。�

�

　  

全
国
的
に
は
住
民
投
票
条

例
を
制
定
し
て
い
る
自
治
体
は
増

え
て
い
る
。
議
会
制
民
主
主
義
の

こ
と
も
含
め
、
委
員
会
で
十
分
議

論
す
る
よ
う
推
進
室
に
指
示
す
る
。�

¡藤ノ木　富有 議員�

町長：自律推進室に検討を指示する�

¡

富 

沢
　
春 

江 

議
員�

住
民
参
加
と
情
報
の
共
有�

　
　
今
年
、
中
越
地
方
で
発
生
し

た
７
・
13
水
害
は
予
想
だ
に
出
来

な
か
っ
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
危
惧
さ
れ
る
災

害
と
そ
の
対
策
は
。
ま
た
、
町
民

が
ど
の
程
度
緊
急
時
の
対
応
、
避

難
場
所
等
、
周
知
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
か
。�

　
　
　
本
年
度
津
南
町
地
域
防
災
・

震
災
対
策
編
の
見
直
し
事
務
を
進

め
て
い
る
。
で
き
次
第
お
知
ら
せ

し
、
町
民
の
防
災
意
識
高
揚
を
図

り
、
啓
蒙
、
避
難
対
策
を
実
施
す

る
。
森
林
火
災
に
つ
い
て
は
、
広

大
な
森
林
を
有
す
る
町
と
し
て
不

測
の
事
態
は
大
惨
事
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
春
先
、
山
火
事
防
止
月

間
に
お
い
て
、
看
板
等
で
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
る
。�

����

　
　
県
で
は
森
林
環
境
税
、
林
業

団
体
で
は
全
国
的
に
温
暖
化
対
策

税
等
の
創
設
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

森
林
面
積
を
多
く
有
す
る
当
町
と

し
て
は
積
極
的
に
働
き
か
け
て
行

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。�

�
  

　
環
境
問
題
の
解
決
策
の
一

つ
と
し
て
、
森
林
の
広
域
的
機
能

に
着
眼
し
て
、
森
林
を
有
す
る
自

治
体
サ
イ
ド
で
、
平
成
５
年
度
か

ら
新
税
創
設
に
向
け
活
動
し
て
い

る
。
今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
連

携
し
て
要
望
し
て
い
く
。�

危
惧
さ
れ
る
災
害
と�

町
民
の
周
知
度
は�

温
暖
化
防
止
と
森
林
保
全�

の
た
め
に
環
境
税
創
設
を�

町
長
‥
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
る�

ローカウンターでやさしく応待�

風景ではありません、常に注意を!

問�問� 町
長�

町
長�

問�町
長�

問�町
長�

津
南
町
の
防
災
対
策
を
万
全
に�

新規農業参入事業の成果と取り組み�

　
　
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
就
農
事
業
、

厳
し
い
農
業
環
境
の
な
か
で
の
現

状
と
成
果
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。�

　
　
　
農
地
の
有
効
活
用
と
後
継

者
対
策
と
し
て
、
平
成
７
年
よ
り

新
規
農
業
参
入
者
の
受
け
入
れ
を

始
め
た
。
本
年
ま
で
20
名
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
本
町
農
業

生
産
に
し
め
る
役
割
と
地
域
活
動

に
は
大
き
な
成
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
明
確
に
農
業
を
離
れ
た

人
は
い
な
い
が
、
一
定
の
現
金
収

入
も
必
要
で
あ
り
、
得
意
な
技
術

を
生
か
し
収
入
を
得
て
い
る
方
も

２
名
ほ
ど
い
る
が
、
こ
の
地
で
暮

ら
し
を
た
て
る
に
は
必
要
。
今
後

の
受
け
入
れ
は
フ
ァ
ー
ム
ハ
イ
ツ

の
入
居
状
況
も
考
慮
し
な
が
ら
、

年
間
１
〜
２
名
の
受
け
入
れ
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
支
援
策
に
つ

い
て
は
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
今
ま
で
と
同
様
に
行
い
た
い
。�

����

　
　
町
長
は
「
新
生
津
南
の
構
築

は
揺
る
ぎ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
自
立
に
向
け
た
強
い
意
志
を

表
明
し
た
と
受
け
取
っ
て
い
る
が

如
何
か
。�

�

　
　
前
々
か
ら
明
確
に
し
て
い

る
。
こ
の
考
え
方
は
変
わ
る
も
の

で
は
な
い
。
新
生
津
南
の
構
築
に

向
け
一
層
の
協
力
を
賜
り
た
い
。�

¡河 田　強 一 議員�

町長：農業生産と地域活動に大きな成果�
¡

根 

津
　
勝 

幸 

議
員�

就
農
事
業
の
現
状
と�

今
後
の
取
り
組
み
は�

自
立
に
向
け
た
明
確
な�

意
思
表
示
を�

　
　
生
産
調
整
に
依
る
減
反
政
策

を
強
い
ら
れ
て
い
る
稲
作
農
家
も

昨
年
の
手
上
げ
方
式
に
期
待
を
し
、

増
収
に
期
待
を
し
た
の
で
あ
る
が
、

実
質
本
年
度
平
場
、
中
山
間
地
平

均
で
25
％
弱
の
減
反
調
整
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
給
与
所
得
者
の
年
俸

２
割
５
分
カ
ッ
ト
と
同
じ
で
あ
る
。

再
編
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
等
で
基
盤

整
備
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
、
賦

課
金
、
償
還
金
を
払
い
な
が
ら
休

耕
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
来
年
の
作
付
け
の
事
を
踏
ま

え
、
減
反
ゼ
ロ
に
依
る
作
付
け
、

所
得
２
割
増
し
政
策
を
伺
う
。�

�

　  

本
年
度
の
生
産
調
整
は
農

家
の
理
解
と
協
力
を
得
て
１
０
０

％
達
成
で
き
た
。
新
た
な
米
政
策

の
な
か
で
農
業
者
、
農
業
団
体
に

主
体
的
な
手
上
げ
方
式
を
模
索
し
、

転
作
可
能
面
積
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
休
耕
面
積
３
９
０
ha

に
対
し
、
作
付
け
可
能
面
積
は
２

０
０
ha
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
減
反

ゼ
ロ
と
し
て
も
２
割
り
増
し
と
は

な
ら
な
い
。
稲
作
収
入
の
増
大
は

必
要
だ
が
、
複
合
営
農
の
推
進
に

努
め
る
。
来
年
度
の
減
反
調
整
は

早
め
の
対
応
で
県
内
、
県
間
調
整

に
取
り
組
む
。�

農
家
に
活
力
の
出
る�

政
策
を�

町
長
‥
早
め
の
対
応
で
地
域
間
調
整
に
取
り
組
む�

農業に夢をたくす新規就農者�

雑草が生い繁る減反農地�

問�町
長�

問�

問�町
長�

町
長�

減
反
減
反
０
で
農
家
所
得

で
農
家
所
得
２
割
増
を

割
増
を�

減
反
０
で
農
家
所
得
２
割
増
を�

ゼ
ロ�



¡

大  

口
　
　
武 

議
員�

　
　
第
二
次
大
戦
で
ア
ジ
ア
で
２

千
万
人
、
日
本
で
３
百
10
万
人
、

津
南
郷
で
７
０
０
人
の
戦
死
者
を

出
し
た
。�

�

小
泉
首
相
は
「
集
団
的
自
衛
権

を
行
使
で
き
る
よ
う
に
憲
法
を
改

正
す
べ
き
だ
」
と
発
言
し
、
民
主

党
岡
田
代
表
も
「
憲
法
を
改
正
し

国
連
決
議
が
あ
れ
ば
海
外
で
武
力

行
使
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
」

と
し
て
い
る
。
い
ま
恒
久
平
和
の

保
障
が
あ
る
憲
法
９
条
が
あ
ぶ
な

い
。
改
憲
論
議
に
対
し
、
町
長
の

見
解
を
お
た
ず
ね
す
る
。�

　
　
　
憲
法
９
条
は
守
る
べ
き
と

思
う
が
世
界
の
現
象
や
日
本
の
現

状
を
考
え
る
と
複
雑
な
思
い
だ
。�

�

自
衛
隊
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
が
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
難

し
い
問
題
だ
。
日
本
が
ア
メ
リ
カ

一
辺
倒
に
従
う
姿
勢
は
疑
問
で
、

我
々
は
ア
ジ
ア
の
一
員
と
し
て
ア

ジ
ア
と
の
交
流
を
大
事
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

�

憲
法
改
正
が
俎
上
に
乗
ろ
う
と

し
て
い
る
と
き
、
も
っ
と
論
議
、

運
動
が
あ
っ
て
よ
い
。
平
和
へ
の

想
い
を
語
り
、
平
和
運
動
を
閉
ざ

し
て
は
な
ら
な
い
。
私
は
町
民
と

共
に
そ
の
よ
う
な
議
論
を
ま
き
お

こ
し
た
い
。�

�

我
々
の
平
和
へ
の
想
い
を
後
世

に
伝
え
て
い
き
た
い
。�

　
産
業
建
設
委
員
会
は
７
月
21
日

〜
22
日
の
両
日
管
外
視
察
を
行
い

ま
し
た
。�

�

初
日
は
埼
玉
県
川
越
市
の
協
同

商
事
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
バ
イ
オ
ガ
ス

に
よ
る
有
機
性
廃
棄
物
の
完
結
自

立
型
再
生
利
用
無
害
化
施
設
を
訪

問
し
ま
し
た
。�

�

バ
イ
オ
ガ
ス
化
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
て
い
る
循
環
型
施

設
で
あ
り
、
町
が
検
討
し
て
い
る

木
質
系
、
堆
肥
系
の
発
電
計
画
に

も
関
連
が
あ
る
施
設
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
会
社
は
津
南
コ

シ
ヒ
カ
リ
ビ
ー
ル
の
製
造
元
で
も

あ
り
、
現
在
60
種
類
の
地
ビ
ー
ル

の
製
造
や
、
地
元
野
菜
の
流
通
販

売
に
も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
社

長
自
ら
説
明
を
い
た
だ
き
、
感
銘

を
受
け
た
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
江
戸
情
緒
が
漂
う
町
並

み
や
伝
統
建
造
物
を
見
学
し
ま
し

た
。�

�

翌
日
は
飯
山
市
な
べ
く
ら
高
原

「
森
の
家
」
の
視
察
を
行
い
、
農

業
と
観
光
を
一
体
化
し
、
自
然
農

村
体
験
を
テ
ー
マ
と
し
た
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
な
ど

を
伺
い
ま
し
た
。
委
員
会
と
し
て

今
後
の
検
討
課
題
の
一
つ
と
思
わ

れ
る
も
の
で
し
た
。�

い
ま
９
条
が�

危
険
に
な
っ
て
い
る�

町
長
‥
９
条
ま
も
る
べ
き
だ
が
複
雑
な
思
い�

問�町
長� 改

憲
論
議

改
憲
論
議
・
町
長
の
見
解
は

町
長
の
見
解
は�
改
憲
論
議
・
町
長
の
見
解
は�

　日本国民
は、正義と

秩序を基調
とする国際

平和を

誠実に希求
し、国権の

発動たる戦
争と武力に

よる威

嚇又は武力
の行使は、

国際紛争を
解決する手

段とし

ては、永久
にこれを放

棄する。�

　前項の目
的を達する

ため、陸海
空軍その他

の戦力は、

これを保持
しない。国

の交戦権は
、これを認

めない。�

憲法第９条憲法第９条
�

憲法第９条
�

委員会視察�
レポート�

産
業
建
設
常
任
委
員
会�

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ク
ト�

開
発
セ
ン
タ
ー
視
察

開
発
セ
ン
タ
ー
視
察�

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ク
ト�

開
発
セ
ン
タ
ー
視
察

開
発
セ
ン
タ
ー
視
察�

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

開
発
セ
ン
タ
ー
視
察�

●
委
員
長
　
吉  

野
　
　
徹�

　
富
山
型
民
間
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は

「
地
域
密
着
、
小
規
模
多
機
能
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
、
柔
軟
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
ぎ
や
か
」
で
は
、
元
理

学
療
法
士
の
坂
井
由
佳
子
さ
ん
が

施
設
長
と
な
り
、
お
年
寄
り
か
ら

子
供
、
障
害
者
ま
で
を
一
緒
に
ケ

ア
す
る
小
規
模
で
地
域
密
着
型
の

施
設
を
運
営
し
て
お
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
12
名
で
一
日
平
均
15

人
か
ら
の
お
年
寄
り
、
子
供
、
障

害
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
老

人
だ
け
が
集
ま
っ
て
も
会
話
が
は

ず
ま
な
い
。
陰
気
に
な
り
が
ち
で

あ
る
。
未
来
に
向
か
っ
て
伸
び
て

い
く
子
供
達
も
一
緒
に
い
る
だ
け

で
雰
囲
気
が
明
る
く
な
る
。
大
き

な
施
設
は
ど
こ
も
似
て
い
る
が
、

こ
こ
は
老
人
や
子
供
達
が
自
然
に

生
活
し
て
お
り
、
家
族
的
で
個
性

豊
か
な
県
産
材
を
使
っ
た
２
階
建

て
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
施
設
で
あ

り
ま
し
た
。
に
ぎ
や
か
に
「
生
き

る
」
こ
と
の
出
来
る
環
境
で
あ
り
、

誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
や
す
い

場
所
に
感
じ
ま
し
た
。�

�

地
域
密
着
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
、
高
齢
化
の
進
む
津
南
町
に
も

こ
う
し
た
起
業
家
育
成
講
座
を
開

催
す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
す
。

お
年
寄
り
も
子
供
も
障
害
者
も
一

緒
に
共
生
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
誕
生
で
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献

と
雇
用
の
場
の
確
保
に
よ
り
、
安

心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
に
、
も
っ

と
も
必
要
と
考
え
る
も
の
で
し
た
。�

総
文
福
祉
常
任
委
員
会�

未
来
型
福
祉
の
か
た
ち

未
来
型
福
祉
の
か
た
ち�

未
来
型
福
祉
の
か
た
ち

未
来
型
福
祉
の
か
た
ち�

未
来
型
福
祉
の
か
た
ち�

●
委
員
長
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私もひと言�

　
子
供
を
取
り
巻
く
悲
惨
な
事
件
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
栃
木
県
で
起
き
た
幼

い
兄
弟
の
殺
害
事
件
を
思
う
と
、
何
故
、

ま
わ
り
の
大
人
は
こ
の
子
ら
を
助
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
私
は
悔

や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
、

地
域
の
宝
。
そ
の
こ
と
を
社
会
が
も
っ

と
意
識
し
て
、
子
ど
も
達
を
ま
も
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
日
、

新
潟
県
母
親
大
会
に
参
加
し
、
「
子
ど

も
達
の
未
来
と
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

と
題
し
て
分
科
会
に
出
席
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
子
育
て
の
悩
み
や
教

育
現
場
の
現
状
、
子
育
て
経
験
な
ど
の

意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

不
登
校
を
経
験
し
た
娘
が
、
必
死
に
学

力
を
取
り
戻
そ
う
と
頑
張
る
あ
り
の
ま

ま
の
姿
を
涙
な
が
ら
に
話
さ
れ
た
お
母

さ
ん
の
訴
え
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
私

も
４
人
の
子
の
母
で
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
達
が
あ
た
た
か
い
人
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
な
が
ら
健
や
か
に
育
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
親
と
し
て
願
う
ば
か
り
で
す
。 �

 
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
藤
ノ
木 

浩
子
）�

　40歳の誕生日を過ぎて初めての出産を経験し、

そして育児の日々が始まりました。�

�一ヵ月までは何がなんだか。�

�二ヵ月過ぎても授乳で寝不足……�

�三ヵ月頃にアトピーらしき湿疹であわてふためき、

　検査のち食事制限（母体だけ）。�

�現在十ヵ月。這えば立て、立てば歩めの……と

は言うものの、這ってどこまでも行くし、つかまっ

て立った所は障子紙。いい音たてて破いてくれま

したし、握ったものは、ゴミでも食べるし、ハラ

ハラドキドキの毎日です。�

�それにしてもこんな時代、どういう子育てをし

たものかと思ってはみるのですが悩んでいる間も

子は育つもので……。ここは一つケセラセラとい

きましょう。�

�毎日が初めてのこの命。親なんて子供の人生の

ほんの一時期に生きてゆく為の知恵と手助けがで

きるばかり。その今を楽しく過ごせれば後の事は又、

その時に考えましょう。�

�　心から「らぶ＆ぴーす」。�

「ぐうたら育児日記」�
涌井　博子さん�

下日出山�

鹿　渡�

　自律に向かって始動した今、希望と不安の入り

混じった気持ちです。�

�多種多様な文化は、心豊かな生活を営む為の一

部です。過疎の地域はその文化の歴史を持ってい

る所が多いものです。時の流れでそんな地域が消

えようとしていますが、そこで生まれ育った人、

特にお年寄りは少しでも永く愛着ある場所で暮ら

すことを望んでいます。その願いに応えた一つが

町が運行している「ひまわりバス」です。山の中

で暮らす住民には身体的ばかりでなく、精神的に

も安心でき大変ありがたいと思っています。これ

ばかりでなく、町の多くの人達の助けで私は、安

全で愉快に毎日を暮らしています。�

�町の至るところが癒しの場で、いろいろな温泉

や景色はストレスを発散させるには最適です。物

騒な都会に住む人達も、この町にやって来て心優

しくなって戻られたらいいのにと思っています。�

「町へ感謝」�
山本　芳一さん�

シリーズ・町民の声�
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